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生物多様性を生み出す機構を壜伝子レベルで調べる研究

は､現在の生物学の中心的課題であり､生物の形態や体

制の進化が遺伝子レベルで解明されようとしている｡我

々は､生物が他の生物との相互作用や環境への適応によ

り分化していく過程に的を絞って研究する｡また共生関係

二
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蕊か.,
!i蕊ﾘﾎﾟ の維持機構やストレス防御機構が､様々な生物群でどのように機能しているのかを比較することにより生

命現象の多様性を研究する｡さらに亜熱帯域の生物の集団壜伝学的解析､系統解析を行うことにより､琉

球列島における生物多様|'生の理解を目指す。

卜
謹
》
》
綴
調
陵
豊
で
蝿
）
鴎
顛
騨
》
（

Ｉ ＩＶＵｅｍｂｅ『

［事業推進*日当者］ [事業推進協力者］ ・
遺
伝
子
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

曰盲道雄[HidakaMichio］

理学部海洋自然科学科教授

(理工学研究科海洋環境学専攻）

サンゴ礁生物学理学博士

[担当領域］
遺伝子グループリーダー
サンゴー褐虫藻共生体の多様性とその維持機
構

中村宗一[NakamuraSouichi］

理学部海洋自然科学科教授

(理工学研究科海洋環境学専攻）

細胞生物｡遺伝学理学博士

I担当領域］
葉緑体,ミトコソドリヤの核様体の形態と機能

伊藤竜一[ltohRyuuichi］
理学部海洋自然科学科准教授

(理工学研究科海洋環境学専攻）

細胞生物学博士(理学）

[担当領域］

植物の細胞生物学

種
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

山崎秀雄[YamasakiHideo］

理学部海洋自然科学科教授

(理工学研究科海洋環境学専攻）

環境生理学博土(理学）

[担当領域］
生物の環境ストレスに対する反応の多様性

屯畝
■

大瀧文=[OtakiJoji］

理学部海洋自然科学科准教授

(理工学研究科海洋環境学専攻）

分子生理学ＰｈＤ

[担当領域］

環境変化に対する生物の生理的。遺伝的適応機

構と種分化

須田彰一郎[SudaShoichiro］

理学部海洋自然科学科教授

(理工学研究科海洋環境学専攻）

微細藻類の系統｡分類学博士(農学）

[担当領域］
サンゴ礁域一次牛産者の系統分類

生
態
系
露
塞
還
性

研
究
萱
ル
ー
亘

口 喘宇
珀

一
時

「》ずｍｅ

ライマー｡ジェームス，．

[JamesDavisReimer］

理学部海洋自然科学科助教

海洋無脊椎動物分類学及び生物学理学(博士）
[担当領域］
サンゴ礁生物共生藻の多様性及び分類

中島裕美子[NakajimaYumiko］

分子生命科学研究センター准教授

(理工学研究科海洋環境学専攻）

分子進化学｡蘆伝学博士(農学）

[担当領域］

転移性配列を利用した亜熱帯域生物の集団壜

伝学的解析

蝋
（
灘
罪
荘
．
似

活
動
報
告
そ
切
他

徳田岳[TokudaGaku］

分子生命科学研究センター助教

動物｡昆虫生理学博士(理学）

[担当領域】
高等シ□アリのセル□_ス消化に関する研究

■

凸■､Ｈ
仏

前川秀彰[MaekawaHideaki］

分子生命科学研究センター教授

(理工学研究科海洋環境学専攻）

分子生物学｡応用分子壜伝学博士(理学）

[担当領域］

転移性配列を利用した亜熱帯域生物の集団遺伝
学的解析

q

』

鶏fifiiさ筌泄総COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ鶴… ６

Ｌ，


